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多足類に見出だされた濾胞上皮と卵母細胞との接触構造
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　節足動物の卵巣は高次分類群ごとに異なる特徴をもつ
（Makioka, 1988; Miyachi and Yahata, 2012）。卵母細胞の成
長位置に着目すると、鋏角類や汎甲殻類の卵母細胞は少
なくとも卵巣上皮の基底膜より卵巣腔側で成長する
（Makioka, 1988）。一方で、ヒメヤスデ目やオオムカデ目
といった多足類の卵母細胞は卵巣外、すなわち血体腔で
成長する（Kubrakiewicz, 1991; Miyachi and Yahata, 2012）。
節足動物のまったく異なる卵巣構造に共通点はあるのだ
ろうか。もし、共通点があるならば、それは節足動物に
おける卵巣の形態進化を解く足掛かりになると期待され
る。本研究では、昆虫類などの知見から卵形成に必須と
される（e.g., Büning, 1994）濾胞上皮と卵母細胞との接触
に着目した。節足動物では、鋏角類や汎甲殻類で濾胞上
皮と卵母細胞との接触が報告されている（e.g., 
Jędrzejowska et al., 2014; Jaglarz et al., 2014）。一方で、多
足類では報告がない、もしくは存在しないとする報告が
ある（Sareen and Adiyodi, 1983; Kubrakiewicz, 1991）。本研
究は、節足動物の卵巣構造に構造レベルでの共通点を見
出だすことを目的とし、多足類における濾胞上皮と卵母
細胞の微細構造の観察を行なった。
　結合綱のナミコムカデHanseniella caldaria、唇脚綱のゲ
ジ Thereuonema tuberculata、倍脚綱のイソフサヤスデ
Eudigraphis nigricansを用いた。すべての種において、濾胞
上皮は卵巣上皮と連続していた。卵母細胞を含む濾胞は血
体腔へと開口していた。すなわち、いずれの種の卵母細胞も
血体腔で成長していた。濾胞上皮は卵母細胞側に基底膜を
もっていた。注目すべきことに、すべての種で、濾胞上皮細
胞はその細胞質の一部を突起状にして卵母細胞側へと伸ば
していた。この細胞質突起は自身の基底膜を通り、卵母細
胞の表面まで達していた。また、ゲジの濾胞上皮の細胞質突
起は多くの微絨毛を卵母細胞へと伸ばしていた。さらに、
濾胞上皮と卵母細胞との接触面を詳細に観察すると、いずれ
の種においても細胞質突起と卵母細胞との間は2–10 µmの
幅であり、高電子密度物質を含んでいた。この特徴はギャッ
プ結合の特徴と一致していた。すなわち、濾胞上皮細胞と卵
母細胞はギャップ結合を介して接触していると考えられる。

今回解析したすべての種における濾胞上皮細胞と卵母細胞
との接触の存在は、多足類の共通祖先に両細胞の接触が
あったことを示唆している。さらに、両細胞の接触は鋏角
類（e.g., Jędrzejowska et al., 2014）や汎甲殻類（e.g., Jaglarz 
et al., 2014）に見られる。これらの知見と本研究の多足類で
の知見をあわせると、濾胞上皮と卵母細胞との接触は節足
動物に共通の特徴であると解釈できる。すなわち、節足動
物は卵母細胞の成長位置を変更する中でも、濾胞上皮と卵
母細胞との接触を維持してきたのではないかと推測される。
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